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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第71期

第２四半期連結
累計期間

第72期
第２四半期連結
累計期間

第71期
第２四半期連結
会計期間

第72期
第２四半期連結
会計期間

第71期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成22年
    ７月１日
至  平成22年
   ９月30日

自  平成21年
   ４月１日
至  平成22年
    ３月31日

売上高 (千円) 10,294,27110,877,0615,555,8995,749,92021,754,131

経常利益又は
経常損失(△)

(千円) △333,708 60,145 △33,686 169,886△141,074

四半期純利益又は
四半期(当期)純損失
(△)

(千円) △490,318△71,456△180,014 117,296△370,471

純資産額 (千円) ― ― 15,054,12214,971,07915,144,859

総資産額 (千円) ― ― 21,420,81522,370,81121,664,103

１株当たり純資産額 (円) ― ― 2,498.872,485.002,513.94

１株当たり四半期純利
益金額又は
四半期(当期)純損失金
額(△)

(円) △81.39 △11.86 △29.88 19.47 △61.50

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 70.3 66.9 69.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △638,597 650,171 ― ― 735,947

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △118,205△372,244 ― ― 90,987

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △132,473△77,454 ― ― △174,822

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 3,082,5824,824,4434,623,970

従業員数 (名) ― ― 646 632 641

(注) １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当企業グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名)
632
(331)

(注) １　従業員数は、就業人員であります。

２　従業員の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名)
464
(161)

(注) １　従業員数は、就業人員であります。

２　従業員の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当企業グループは、製商品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断いたしまして、同種・同

系列の各種照明器具を専ら製造販売しておりますので、セグメント情報を記載しておりません。また、生産

・販売品目が多種多様にわたり、かつ、同一生産設備で多品種の製造を行っており、販売につきましても、特

定の部門等に分類する事が困難であるため、機種別に区分しております。

(1) 生産実績

①　生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を機種別に示すと、次のとおりであります。

　

機種別 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

白熱灯照明器具 565,131 △9.9

蛍光灯照明器具 2,665,812 15.8

高圧放電灯照明器具・その他 987,729 146.0

合計 4,218,673 26.6

(注) １  金額は、販売価額で表示しております。
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

②　商品仕入実績

当第２四半期連結会計期間における商品仕入実績を機種別に示すと、次のとおりであります。

　

機種別 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

白熱灯照明器具 549,139 △9.2

蛍光灯照明器具 791,561 25.6

高圧放電灯照明器具・その他 644,078 10.4

合計 1,984,778 9.1

(注) １  金額は、販売価額で表示しております。
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当企業グループは、見込み生産を行っているため、該当事項はありません。
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(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を機種別に示すと、次のとおりであります。
　

機種別 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

白熱灯照明器具 1,088,081 △16.8

蛍光灯照明器具 3,342,354 2.1

高圧放電灯照明器具・その他 1,319,484 35.4

合計 5,749,920 3.5

(注) １  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２  主要顧客(総販売実績に対する割合が10％以上)に該当するものはありません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界経済の減速、円高の進行などにより、景気回復

のペースが鈍化しております。

当企業グループの業績に大きな影響を与える住宅投資においては、フラット35S や住宅エコポイント

の適用期間延長といった経済対策の効果が見られ、新設住宅着工戸数は前年実績を上回る状況となりま

した。

このような状況の中、当企業グループにおいては、６月に発売したLED照明器具を中心とした各種新製

品の営業強化に加え、７月以降もLEDを搭載した新製品を毎月発売し、増販を図るとともに、コストダウン

や経費削減に努めてまいりました。

この結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は5,749百万円（前年同四半期比3.5％増）、営業利益

183百万円(前年同四半期は営業損失50百万円)、経常利益169百万円(前年同四半期は経常損失33百万円)、

資産除去債務履行時差額40百万円を特別損失に計上したこと等により、四半期純利益は117百万円(前年

同四半期は四半期純損失180百万円)となりました。

なお、当企業グループは照明器具の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、

セグメント情報の記載を省略しておりますが、機種別の業績につきましては次のとおりであります。
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①　白熱灯照明器具

白熱灯照明器具につきましては、エネルギー消費効率の良いLED照明器具に需要がシフトするよう、

取扱いを縮小いたしました。

この結果、売上高は前年同四半期に比べ16.8％減の1,088百万円となりました。

②　蛍光灯照明器具

蛍光灯照明器具につきましては、新設住宅着工の回復により堅調に推移いたしました。

この結果、売上高は前年同四半期に比べ2.1％増の3,342百万円となりました。

③　高圧放電灯照明器具・その他

高圧放電灯照明器具・その他につきましては、約200点のLED照明器具新製品を６月から発売し、７月

以降もダウンライトや防犯灯などLEDを搭載した省エネ志向の新製品を市場投入し、増販に向けて積極

的な取り組みを展開いたしました。

この結果、売上高は前年同四半期に比べ35.4％増の1,319百万円となりました。

　

(2)　財政状態の分析

①　資産

当第２四半期連結会計期間末における資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べて706百万

円増加し22,370百万円となりました。これは主に現金及び預金の増加500百万円や商品及び製品の増加

358百万円に加えて、原材料及び貯蔵品が114百万円増加したことに対して、受取手形及び売掛金が262

百万円減少したこと等によるものです。

②　負債

当第２四半期連結会計期間末における負債合計につきましては、前連結会計年度末に比べて880百万

円増加し7,399百万円となりました。これは主に支払手形及び買掛金が727百万円増加したこと等によ

るものです。

③　純資産

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べて173百

万円減少し14,971百万円となりました。これは主に利益剰余金131百万円やその他有価証券評価差額金

42百万円の減少等によるものです。
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(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の残高は、第１四半

期連結会計期間末に比べ214百万円減少し4,824百万円となりました。当第２四半期連結会計期間におけ

る各キャッシュフローの状況及び主な要因は次の通りであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金の増加は144百万円(前年同四半期は413百万円の減少)となりました。この主な要

因は、税金等調整前四半期純利益136百万円や減価償却費167百万円に加えて仕入債務の増加341百万円に

よる資金の増加に対して売上債権の増加242百万円及びたな卸資産の増加による支出199百万円により資

金が減少したこと等によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金の減少は346百万円(前年同四半期は72百万円の減少)となりました。この主な要因

は、定期預金の預入による支出300百万円や有形固定資産の取得による支出31百万円により資金が減少し

たこと等によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金の減少は13百万円(前年同四半期は19百万円の減少)となりました。この主な要因

は、ファイナンス・リース債務の返済による支出6百万円や配当金の支払5百万円により資金が減少した

こと等によるものです。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、147百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当企業グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要な変更並びに重要

な設備計画の完了はありません。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありませ

ん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,941,000

計 28,941,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,611,000 7,611,000
大阪証券取引所
(ＪＡＳＤＡＱ市場)

単元株式数　100株

計 7,611,000 7,611,000― ―

(注)　大阪証券取引所(ＪＡＳＤＡＱ市場)は、平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス市場及びＮＥＯ市場とともに、

新たに開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券取引所Ｊ

ＡＳＤＡＱ(スタンダード）であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年９月30日 ― 7,611,000 ― 3,105,500 ― 2,890,655
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社アマセクリエート 東京都杉並区宮前一丁目11番３号 625 8.21

伊　藤　雅　人 東京都杉並区 580 7.63

オーデリック従業員持株会 東京都杉並区宮前一丁目17番５号 531 6.99

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町一丁目１番５号 242 3.18

オーデリック取引先持株会 東京都杉並区宮前一丁目17番５号 203 2.67

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 194 2.55

因幡電機産業株式会社 大阪市西区立売堀四丁目11番14号 181 2.38

伊　藤　惠　美　子 東京都杉並区 165 2.18

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町一丁目１番２号 150 1.97

石　川　良　江 東京都三鷹市 129 1.71

計 ― 3,003 39.47

(注) １  上記のほか当社保有の自己株式1,586,736株(20.85％)があります。

２　株式会社三井住友銀行は、平成22年10月18日付で本店住所が東京都千代田区丸の内一丁目１番２号に移転しま

した。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 1,586,700
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,015,200 60,152 ―

単元未満株式 普通株式 9,100 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 7,611,000― ―

総株主の議決権 ― 60,152 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
オーデリック㈱

東京都杉並区宮前一丁目17番５号 1,586,700― 1,586,70020.85

計 ― 1,586,700― 1,586,70020.85

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 666 631 614 626 605 570

最低(円) 576 561 560 588 552 520

(注)  最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)におけるものであり、そ

れ以前は大阪証券取引所(ＪＡＳＤＡＱ市場)におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役
営業本部副本部長
首都圏担当
兼首都圏第２営業部統括ゼネラル
マネージャー

取締役
営業本部副本部長
西日本担当
兼中部営業部統括ゼネラルマネー
ジャー

細　渕　芳　春 平成22年８月１日

取締役
営業本部副本部長
東日本担当
兼北海道営業部統括ゼネラルマ
ネージャー
兼特機営業ゼネラルマネージャー

取締役
営業本部副本部長
東日本担当
兼北海道営業部統括ゼネラルマ
ネージャー
兼首都圏第３営業部統括ゼネラル
マネージャー
兼特機営業ゼネラルマネージャー

釣　﨑　道　夫 平成22年８月１日

取締役
営業本部副本部長
西日本担当
兼近畿営業部統括ゼネラルマネー
ジャー
兼九州・沖縄営業部統括ゼネラル
マネージャー

取締役
営業本部副本部長
近畿営業部統括ゼネラルマネー
ジャー
兼九州・沖縄営業部統括ゼネラル
マネージャー

高　崎　勇　三 平成22年８月１日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１

日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,125,446 4,624,973

受取手形及び売掛金 3,919,148 4,182,071

商品及び製品 3,061,449 2,702,886

仕掛品 181,706 140,816

原材料及び貯蔵品 674,548 559,962

その他 425,475 284,619

貸倒引当金 △5,308 △5,355

流動資産合計 13,382,466 12,489,975

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 4,245,136

※1
 4,379,284

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 133,920

※1
 161,168

土地 2,097,911 2,097,911

その他（純額） ※1
 352,237

※1
 307,453

有形固定資産合計 6,829,205 6,945,817

無形固定資産 1,132,175 1,155,141

投資その他の資産

投資有価証券 747,006 797,224

その他 300,917 299,847

貸倒引当金 △20,960 △23,901

投資その他の資産合計 1,026,964 1,073,170

固定資産合計 8,988,345 9,174,128

資産合計 22,370,811 21,664,103

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,454,518 3,726,690

短期借入金 4,296 4,296

未払法人税等 31,022 78,360

賞与引当金 258,973 238,176

その他 910,046 813,789

流動負債合計 5,658,856 4,861,312

固定負債

長期借入金 30,470 32,618

退職給付引当金 444,393 367,332

役員退職慰労引当金 133,428 127,958

その他 1,132,584 1,130,022

固定負債合計 1,740,875 1,657,931

負債合計 7,399,732 6,519,244
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,105,500 3,105,500

資本剰余金 2,890,655 2,890,655

利益剰余金 10,352,117 10,483,817

自己株式 △1,393,349 △1,393,299

株主資本合計 14,954,924 15,086,672

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 15,342 58,136

評価・換算差額等合計 15,342 58,136

少数株主持分 813 49

純資産合計 14,971,079 15,144,859

負債純資産合計 22,370,811 21,664,103
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 10,294,271 10,877,061

売上原価 6,515,545 6,824,969

売上総利益 3,778,725 4,052,092

販売費及び一般管理費 ※1
 4,156,381

※1
 3,995,086

営業利益又は営業損失（△） △377,655 57,005

営業外収益

受取利息 393 131

受取配当金 17,664 13,543

デリバティブ評価益 9,728 775

その他 29,040 23,571

営業外収益合計 56,826 38,021

営業外費用

支払利息 3,351 3,182

投資事業組合運用損 3,101 －

借地権償却 － 23,809

その他 6,426 7,889

営業外費用合計 12,879 34,881

経常利益又は経常損失（△） △333,708 60,145

特別損失

固定資産除却損 3,938 93

投資有価証券評価損 132,744 －

会員権売却損 300 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 76,804

資産除去債務履行時差額 － ※2
 40,991

特別損失合計 136,982 117,890

税金等調整前四半期純損失（△） △470,691 △57,744

法人税、住民税及び事業税 36,826 19,397

法人税等調整額 △17,199 △6,450

法人税等合計 19,627 12,947

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △70,692

少数株主利益 － 763

四半期純損失（△） △490,318 △71,456

EDINET提出書類

オーデリック株式会社(E02026)

四半期報告書

16/28



【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 5,555,899 5,749,920

売上原価 3,513,341 3,571,329

売上総利益 2,042,557 2,178,590

販売費及び一般管理費 ※1
 2,092,912

※1
 1,995,209

営業利益又は営業損失（△） △50,355 183,381

営業外収益

受取利息 393 131

受取配当金 1,355 1,307

デリバティブ評価益 － 6,866

助成金収入 8,147 －

その他 11,553 7,338

営業外収益合計 21,450 15,643

営業外費用

支払利息 1,533 1,501

借地権償却 － 23,809

デリバティブ評価損 179 －

その他 3,068 3,827

営業外費用合計 4,781 29,138

経常利益又は経常損失（△） △33,686 169,886

特別利益

投資有価証券評価損戻入益 － 8,020

特別利益合計 － 8,020

特別損失

固定資産除却損 3,802 －

投資有価証券評価損 132,744 －

資産除去債務履行時差額 － ※2
 40,991

特別損失合計 136,547 40,991

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△170,233 136,914

法人税、住民税及び事業税 3,406 △3,520

法人税等調整額 6,374 22,687

法人税等合計 9,780 19,167

少数株主損益調整前四半期純利益 － 117,747

少数株主利益 － 450

四半期純利益又は四半期純損失（△） △180,014 117,296
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △470,691 △57,744

減価償却費 295,678 304,572

貸倒引当金の増減額（△は減少） 18,649 △2,988

受取利息及び受取配当金 △18,057 △13,675

支払利息 3,351 3,182

デリバティブ評価損益（△は益） △9,728 △775

固定資産除却損 3,938 93

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 76,804

資産除去債務履行時差額 － 40,991

投資有価証券評価損益（△は益） 132,744 －

売上債権の増減額（△は増加） 333,354 262,923

たな卸資産の増減額（△は増加） 136,105 △514,039

仕入債務の増減額（△は減少） △804,900 773,565

退職給付引当金の増減額（△は減少） 33,544 77,060

その他 △241,639 △244,254

小計 △587,650 705,717

利息及び配当金の受取額 17,975 13,638

利息の支払額 △557 △502

法人税等の支払額 △68,364 △68,682

営業活動によるキャッシュ・フロー △638,597 650,171

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △300,000

有形固定資産の取得による支出 △88,731 △57,188

無形固定資産の取得による支出 △31,260 △15,056

その他 1,786 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △118,205 △372,244

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △2,812 △2,148

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △9,018 △14,164

自己株式の取得による支出 △121 △49

配当金の支払額 △120,521 △61,092

財務活動によるキャッシュ・フロー △132,473 △77,454

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △889,275 200,472

現金及び現金同等物の期首残高 3,971,858 4,623,970

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,082,582

※
 4,824,443
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１  会計処理基準に関する事項

の変更

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計
基準第18号　平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指
針」(企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日)を適用しております。
　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ
1,364千円減少し、税金等調整前四半期純損失は78,169千円増加しております。
また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は90,598千円であ
ります。

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

(四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日　内閣府令第５号)の適用に伴い、当第２四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

(四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日　内閣府令第５号)の適用に伴い、当第２四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１  たな卸資産の評価方法 　たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについての

み正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

２  経過勘定項目の算定方法 　合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。

３  法人税等並びに繰延税金資

産及び繰延税金負債の算定

方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を

重要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環

境等、かつ、一時差異等発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結

会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用す

る方法によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

11,087,196千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

10,823,669千円

　２　保証債務
次のとおり従業員の銀行借入に対して保証を
行っております。

従業員 16,775千円

　２　保証債務
次のとおり従業員の銀行借入に対して保証を
行っております。

従業員 18,159千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運送費 622,031千円

広告宣伝費 400,813千円

給料及び諸手当 1,405,439千円

賞与引当金繰入額 211,101千円

退職給付費用 141,991千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,227千円

貸倒引当金繰入額 18,649千円

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運送費 591,495千円

広告宣伝費 359,320千円

給料及び諸手当 1,390,261千円

賞与引当金繰入額 204,317千円

退職給付費用 134,353千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,469千円

貸倒引当金繰入額 1,274千円

　 ※２　資産除去債務履行時差額

資産除去債務の対象となった物件の一部につい
て、アスベストの除去を当初の予定時期よりも著
しく早期に実施することによる差額であります。

　

第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運送費 325,842千円

広告宣伝費 206,611千円

給料及び諸手当 695,106千円

賞与引当金繰入額 144,866千円

退職給付費用 71,407千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,613千円

貸倒引当金繰入額 10,185千円

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運送費 301,557千円

広告宣伝費 173,823千円

給料及び諸手当 685,760千円

賞与引当金繰入額 143,108千円

退職給付費用 65,406千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,855千円

貸倒引当金繰入額 426千円

　 ※２　資産除去債務履行時差額

資産除去債務の対象となった物件の一部につい
て、アスベストの除去を当初の予定時期よりも著
しく早期に実施することによる差額であります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年９月30日現在)

現金及び預金 3,383,582千円

預入期間が３か月超の定期預金 △301,000千円

現金及び現金同等物 3,082,582千円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年９月30日現在)

現金及び預金 5,125,446千円

預入期間が３か月超の定期預金 △301,002千円

現金及び現金同等物 4,824,443千円

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日 

至  平成22年９月30日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 7,611,000

　

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 1,586,736

　

　

３  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 60,243 10.00平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月４日
取締役会

普通株式 30,121 5.00平成22年９月30日 平成22年12月10日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累計

期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　当企業グループは、製商品の種類、性質、販売市場等の類似性から判断いたしまして、同種・同系列の各

種照明器具を専ら製造販売しておりますので、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累計

期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累計

期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。

　

【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適

用指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。

　

当企業グループは、製商品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断いたしまして、同種

・同系列の各種照明器具を専ら製造販売しており、本社に営業本部を置くとともに各営業部が全国に

配置され、営業本部が包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　したがって、照明器具の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一セグメントであるため、セグメン

ト情報は記載を省略しております。

　

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。
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(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。　

　

(資産除去債務関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)

　

資産除去債務が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の

末日に比べて著しい変動が認められます。

　変動の内容及び当第２四半期連結累計期間における総額の増減は次のとおりであります。

前連結会計年度末残高(注) 90,598千円

時の経過による調整額 905千円

資産除去債務の履行による減少額 △61,660千円

当第２四半期連結会計期間末残高 29,843千円

(注)　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号　平成20年３月31日)及び

「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日)を適用してい

るため、前連結会計年度の末日における残高に代えて、第１四半期連結会計期間の期首における残高を記載して

おります。

　

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。　

　

(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 2,485.00円
　

　 　

　 2,513.94円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額 14,971,079千円 15,144,859千円

普通株式に係る純資産額 14,970,266千円 15,144,809千円

差額の主な内訳 　 　

  少数株主持分 813千円 49千円

普通株式の発行済株式数 7,611,000株 7,611,000株

普通株式の自己株式数 1,586,736株 1,586,657株

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数 6,024,264株 6,024,343株
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２  １株当たり四半期純利益金額等

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額 81.39円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。
 

１株当たり四半期純損失金額 11.86円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

(注)  １株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

四半期純損失(△) △490,318千円 △71,456千円

普通株式に係る四半期純損失(△) △490,318千円 △71,456千円

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式の期中平均株式数 6,024,467株 6,024,310株

　
第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額 29.88円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

 

１株当たり四半期純利益金額 19.47円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

 

(注)  １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失(△) △180,014千円 117,296千円

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失(△) △180,014千円 117,296千円

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式の期中平均株式数 6,024,399株 6,024,277株

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

　

(リース取引関係)

当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が

ありません。
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２ 【その他】

第72期(平成22年４月１日から平成23年３月31日まで)中間配当については、平成22年11月４日開催の取

締役会において、平成22年９月30日の最終の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行う

ことを決議いたしました。　

①　配当金の総額 30,121千円

②　１株当たりの金額 5.00円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成22年12月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月６日

オーデリック株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    戸　塚　輝　夫    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    伊　藤　恭　治     印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    野　田　裕　一    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオー

デリック株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オーデリック株式会社及び連結子会社の平成

21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月５日

オーデリック株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    大　橋　一　生    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    伊　藤　恭　治    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    野　田　裕　一    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオー

デリック株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オーデリック株式会社及び連結子会社の平成

22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

オーデリック株式会社(E02026)

四半期報告書

28/28


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	第２四半期連結会計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	継続企業の前提に関する事項
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	表示方法の変更
	簡便な会計処理
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

